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平成19年８月期中間期末の投資有価証券評価損及び中間期業績予想修正のお知らせ 

 

投資有価証券評価損の計上についてお知らせするとともに、平成 19 年８月期中間期の業績予想を

修正いたします。 

 

記 

 

１．投資有価証券評価損について 

「その他の有価証券」に区分される保有投資有価証券のうち、実質価額が著しく下落し、そ

の回復があると認められないものについて、平成 19 年８月期中間期において減損処理による投

資有価証券評価損を計上いたします。 

 

（１）平成 19 年８月期中間期末の投資有価証券評価損の総額 

（Ａ）平成 19 年８月期中間期末の投資有価証券評価損の総額 1,953 百万円

（Ｂ）平成 18 年８月期（個別）純資産額 

   （Ａ／Ｂ×100） 

42,557 百万円

（4.6％）

（Ｃ）平成 18 年８月期（個別）経常利益額 

   （Ａ／Ｃ×100） 

12,574 百万円

（15.5％）

（Ｄ）平成 18 年８月期（個別）当期純利益額 

   （Ａ／Ｄ×100） 

6,587 百万円

（29.6％）

（ご参考） 当社の決算期（事業年度の末日）は、８月 31 日です。 

 

（２）投資有価証券評価損計上の理由 

    投資有価証券評価損 1,953 百万円のうち 1,952 百万円は、当社が平成 15 年７月に出資いた

しました株式会社ＢＳジャパン株式の評価損であります。本年３月 28 日付の同社取締役会に

て決議されました来期以降の事業計画に基づき検討の結果、減損処理を行ったものでありま

す。 

 

２．平成 19 年８月期中間期の業績予想の修正について 

   最近の業績動向等を踏まえ、平成 18 年 10 月 16 日に公表いたしました平成 19 年８月期中間 

期（平成 18 年９月１日～平成 19 年２月 28 日）の業績予想について修正いたします。 



（１）個別業績予想数値の修正                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年 10 月 16 日発表） 
228,421 6,915 3,527

今回修正予想（Ｂ） 218,528 7,508 2,993

増減額（Ｂ－Ａ） △9,893 593 △534

増減率 △4.3％ 8.6％ △15.1％

（ご参考） 

平成 18 年８月期中間期 
213,436 7,365 3,619

  

（２）連結業績予想数値の修正                     （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間純利益 

前回発表予想（Ａ） 

（平成 18 年 10 月 16 日発表） 
269,700 7,400 3,600

今回修正予想（Ｂ） 264,678 8,627 3,284

増減額（Ｂ－Ａ） △5,022 1,227 △316

増減率 △1.9％ 16.6％ △8.8％

（ご参考） 

平成 18 年８月期中間期 
220,385 6,852 2,646

 

（注）上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、不確

実な要素を含んでおります。実際の業績等は上記予想数値と異なる場合があります。 

 

（３）業績修正の理由 

    当中間期の個別業績につきましては、売上高は、大画面薄型テレビ、洗濯機や電子レンジ

等の高付加価値家庭電化商品、テレビゲーム機本体や関連するゲームソフト等が好調に推移

したものの、暖冬による暖房器具の不振、マイクロソフト株式会社が Windows 新ＯＳの Vista

の発売日を公表した以降の急激なパソコン本体買い控え等により、平成 18 年 10 月 16 日に発

表いたしました予想を下回る見込みであります。経常利益につきましては、積極的かつ効率

的な販促策を行ったことによる広告宣伝費、ポイント販促費の計画的運用、その他販売費及

び一般管理費についても効率的な運用に努めた結果、予想を上回る見込みとなりました。 

    連結業績につきましては、売上高は個別業績の影響により予想を下回ることとなる見込み

ですが、経常利益につきましては個別業績の好調に加え、株式会社ソフマップをはじめとす

る連結子会社の業績の好調により、予想を上回る見込みであります。 

    中間純利益につきましては、投資有価証券評価損の計上による特別損失の発生により、個

別、連結とも予想を下回ることとなる見込みであります。 

 

３．通期の業績予想について 

   平成 19 年８月期通期の業績予想につきましては現在精査中であり、業績見込みが確定次第改 

めてお知らせいたします。 

 

 

 

以 上 


